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表紙の絵　

冠をかぶった王子さま！
「 タラノキの冬芽 ×4.35」

包帯ぐるぐる巻きの春が来た！《タラノキの冬芽》

・ヤマトビオトープ園にて2023.2.6採集
・紙（アルシュ 極細目）/テンペラ・油絵の具
・size:310mm×230mm
・2023.2.22完成  © Naomi Gumma
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2月のビオトープ園のタラノキは、
「包帯ぐるぐる巻きのミイラ男のよう」。

と、毎年思って早7年経った今年の正月明け、
家人が右手首を骨折し「包帯ぐるぐる巻き」のギプス生活となった。

字も書けなければ、食事をするのもままならない。
ましてや着替えもできないし、 歯磨き粉のチューブの蓋も開けられない。

服の脱ぎ着、ソデをまくる、 目薬をさす、布団を掛ける……
日常生活の細 し々たことに助けが必要となり、私の生活も一変した。

左手ににぎったフォークで食べ物を突き刺し、 口に運ぼうとして何度も失敗する様子を、
私は横目で見ながら共に食し、 無理そうだな、と察したら手を貸す〈合の手〉作戦で挑むことにした。

3日もすると家人は、
生まれたときからずっと左手を使っていたんじゃないかくらい器用にフォークで食べられるようになった。

凄い！ 進化していく左手が喜びのタネになっていった。
ギプスが外れ5週間振りに出てきた右手は、凍りついたミイラ男の手。

低下した筋力で、だらりと下がったまま動かない。
ひと月分の古い皮膚の堆積で、洗っても洗っても浮き出てくる垢。

リハビリの先生は、そんな垢まみれの右手をやさしくにぎり、タオルを掛けた自分の膝の上に置き、
固くなった皮膚や筋肉や関節をもみほぐす。 先生の膝に、雪のように垢が降り積もる。

春たちて  ひと雨ごとのあたたかさ
家人の右手は、ひとリハビリごとに動きはじめ、 紙コップに右手を添えて飲みほぐし、

右手スプーンでご飯も食べられるようになった。
あたりまえのことが日々出来ていく家人の右手に、 芽生えの春を見ているよう。

そんな〈合の手〉生活をしながら描き上げたタラノキの冬芽の絵。
いつものように「これは手強い！」の制作の日々だったけど、

15日もしたら自然に完成に至っていた。
もうすぐ、タラノキの包帯も解け、おいしそうなタラノメが顔を出す。
ビオトープ園にはトゲありとトゲなしの2本のタラノキがある。

私が描いたのはトゲなしの方。
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